
工 事 計 画 認 可 申 請 書

(高 浜発電所第 1号機の変更の工事 )

関 原 発 第 185号

2019年 ワ月 >日

経済産業大臣

世耕 弘成 殿

原子力規制委員会 殿

大阪市北区中之島 3丁 目 6番 16号

関 西 電 力 株 式 会

取 締 役 社 長  岩 根  茂

電気事業法第 47条 第 1項 の規定 によ り別紙工事計画書の とお り工事の計画の

認可を受 けたいので申請 します。
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関 原 発 第 264号

2019年 夕月ユ/日

経済産業大臣

菅原 一秀 殿

原子力規制委員会 殿

大阪市北区中之島 3丁 目 6番 16号

関 西 電 力 株 式 会

取 締 役 社 長  岩根

工事計画認可申請書の一部補正について

2019年 8月 2日 付 け関原発第 185号 をもつて申請 しま した工事計画認可

申請書について、別紙の とお リー部補正 します。
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本資料のうち枠囲みの内容は、 

テロ等対策における機密に係る事項又は商業 

機密に係る事項であるため公開できません。 
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Ⅰ．工事計画書 

一 発電所 

１．発電所の名称及び位置 

名称    高浜発電所 

位置    福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

 

２．発電所の出力及び周波数 

出力 3,392,000 kW  

第１号機 826,000 kW  （今回申請分） 

第２号機 826,000 kW  

第３号機 870,000 kW  

第４号機 870,000 kW    

周波数 60 Hz 
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（一）原子力設備 

今回の変更工事のみ記載する。 

７．原子炉格納施設（加圧水型原子力発電設備） 

７．１ 原子炉格納容器に係る次の事項 

（４）原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部の名称又は貫通部番号、種類、個数、最高使用圧力、最高使用温度、構成、主要寸法及び材料 

ｂ 固定式配管貫通部 

変 更 前 変 更 後 

貫通部 

番 号 
種類 個数 

最高使用 

圧  力 

(MPa) 

最高使用 

温  度 

(℃) 

構  成 

主要寸法 (mm) 

材  料
貫通部

番 号
種類 個数

最高使用

圧  力

(MPa) 

最高使用

温  度

(℃) 

構  成 

主要寸法 (mm) 

材  料
外  径 長  さ 厚  さ 外  径 長  さ 厚  さ 

(注1)

302 
 

(注1)

10B 
予備 

貫通部 
 

(注1)

1 
 

(注2)

0.261 
 

(注3)

122 
 

(注4) 

スリーブ 
 

(注5,6)

267.4 
 

(注5,6)

608 
 

(注6)

15.1 
 

(15.1 (注5,6))

(注7)

ASTM A333 
Gr.6 

 

変更
なし

1B 
貫通部

変更
なし

変更なし 

スリーブ 変更なし 
(注5)

300 
 

変更なし 

(注1) 

閉止板 
 

(注5,6)

267.4 
 

－ 
(注6)

38 
 

(38 (注5,6)) 

(注7)

ASTM A516 
Gr.70 
A300 

 

端  板 － － 22.0 (22.0 (注5))

(端板)
SGV480

(カラー)
S25C 

0.83 50 貫通配管 
(注5) 

34.0 
 

－  4.5 (注5) STPT370

(注1)

376 
 

(注1)

12B 
予備 

貫通部 
 

(注1)

1 
 

(注2)

0.261 
 

(注3)

122 
 

(注4) 

スリーブ 
 

(注5,6)

318.5 
 

(注5,6)

608 
 

(注6)

17.4 
 

(17.4 (注5,6))

(注7)

ASTM A333 
Gr.6 

 

変更
なし

1B 
貫通部

変更
なし

変更なし 

スリーブ 変更なし 
(注5)

300 
 

変更なし 

(注1) 

閉止板 
 

(注5,6)

318.5 
 

－ 
(注6)

38 
 

(38 (注5,6)) 

(注7)

ASTM A516 
Gr.70 
A300 

 

端  板 － － 22.0 (22.0 (注5))

(端板)
SGV480

(カラー)
S25C 

0.83 50 貫通配管 
(注5) 

34.0 
 

－  4.5 (注5) STPT370

（注1）既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。 

（注2）既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用圧力の値 

（注3）既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、既工事計画書に記載の原子炉格納容器の最高使用温度の値 

（注4）記載の適正化を行う。既工事計画書には「貫通部スリーブ」と記載 

（注5）公称値 

（注6）既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、設計図書による。 

（注7）既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は、昭和46年5月6日付け関工発第18号にて軽微変更届出した工事計画書の添付図面第2図「貫通部スリーブおよび補強板寸法図」による。 
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Ⅱ．工事工程表 

今回の工事の工程は次のとおりである。 

 

 2019年 2020年 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 

特定重大事故等対処施設 

設置工事 
 
・原子炉格納施設 

              

 

2020年 2021年 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

           

 

      

－：現地工事期間 

□：構造、強度又は漏えいに係る試験をすることができる状態になった時 

○：工事の計画に係る全ての工事が完了した時 

※検査時期は、工事の計画の進捗により変更となる可能性がある。 

（「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」第４３条の３の９第１項の規定による工事工程表の記載） 

工事項目 

年月 

□

□ 

▼設置期限

○



 

 

 - 4 - 

Ⅲ．変更を必要とする理由を記載した書類 

 

変更を必要とする理由 

 

平成２４年６月の「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」の改正

及び関連規則の改正を踏まえ、重大事故等に対処するために必要な設備の工事に伴い変

更する。 
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Ⅳ．「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」第４３条の３の９第１項の認可

の申請をした年月日を記載した書類 

   

  当該事業用電気工作物に係る「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」第

４３条の３の９第１項の認可の申請をした年月日は以下の通り。 

 

  高浜発電所第１号機 

   工事計画認可申請書番号 

    関原発第５８０号（平成３１年 ３月１５日） 

 

  以下、工事計画認可申請書の一部補正を行った書類番号 

   関原発第１８３号（２０１９年 ８月 ２日） 

   関原発第２６２号（２０１９年 ９月２７日） 
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Ⅴ．添付書類 

 

当該申請に係る部分以外の工事の計画の概要を記載した書類 

 

1. 発電所の名称及び位置 

名称    高浜発電所 

位置    福井県大飯郡高浜町田ノ浦 

 

2. 発電所の出力及び周波数 

出力 3,392,000 kW  

第１号機 826,000 kW  （今回申請分） 

第２号機 826,000 kW  

第３号機 870,000 kW  

第４号機 870,000 kW    

周波数 60 Hz 

 

3. 設備別記載事項 

3.1 原子炉冷却系統設備 

3.1.1 非常用炉心冷却設備 

(1) 主配管 

a. 弁 (1MOV-8815) 下流合流点～格納容器貫通部PEN#262 

最高使用圧力 17.16MPa 

最高使用温度 150℃ 

材 料 SUS27TP、SUS304TP 

 

3.2 原子炉格納施設 

3.2.1 原子炉格納容器 

(1) 原子炉格納容器本体 

a. 原子炉格納容器 

種 類 上部半球、下部さら形鏡円筒形 

最高使用圧力 0.261MPa 

最高使用温度 122℃ 

設計漏えい率 0.1％/d以下（常温、空気、最高使用

圧力の0.9倍において） 
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材     料 ASTM A516 Gr.70 A300 (JIS SGV480

相当材) 及びSGV480 

個 数 1 

 

(2) 原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通部 

a. 固定式配管貫通部 

貫 通 部 番 号 292 

種 類 10B貫通部 

個 数 1 

最高使用圧力 0.261MPa 

最高使用温度 122℃ 

材 料 GSTPL、SUS304、SUS304TP 

 

b. 電気配線貫通部 

貫 通 部 番 号 600、601 

種 類 12B電線貫通部 

個 数 2 

最高使用圧力 0.261MPa 

最高使用温度 122℃ 

材     料 ASTM A333 Gr.6、SUS304LTP、 

 SUS304L、STPL380、SUS316L 

 

3.2.2 圧力低減設備その他の安全設備 

3.2.2.1 格納容器スプレイ設備 

(1) 主配管 

a. 弁 (1V-6407B) 上流合流点～外部遮へい壁貫通部 

最高使用圧力 2.1MPa 

最高使用温度 150℃ 

材 料 SUS27TP、SUS304TP 
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「原子力発電工作物の保安に関する省令第１５条第１号の規定に基づく指示について」（平

成２５年７月８日原規技発第1307081号・20130628商第22号）により、原子力規制委員会及び

経済産業大臣から添付することを要しない旨指示のあった以下の添付書類については、添付を

省略する。 

 

省略した添付書類 

１ 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

２ 安全設備が使用される条件の下における健全性に関する説明書 

３ 原子力発電所の火災防護に関する説明書 

４ 原子炉格納施設に係る機器の配置を明示した図面 

５ 耐震性に関する説明書 

６ 強度に関する説明書 

７ 構造図 

８ 原子炉格納施設の設計条件に関する説明書 

９ 品質保証に関する説明書 

 


